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保線
ミリング式レール削正車ＲＯＭＩＬＬ

背 景 と 目 的

ミリング機構とグライディング機構を組合せてレール削正を行い、1パス施工で0.3㎜～2.0㎜削正する能力
があることから、間合いの短い区間でも効率的に施工が可能である。また、両装置とも削正屑をほぼ吸引す
ること、及び火花が出ない構造となっていることから、散水や地上作業員の配置は不要である。

導入効果

「レール頭頂面疲労層削正」と「溶接部凹凸削正」を概ね0.1mm 5,000 万トンの周期で削正することにより、
「レール傷の発生を 1/6に抑制」「ロングレール区間 の レール寿命による交換を 3 割 削減 」となる効果があ
る。

ミリング式レール削正車ＲＯＭＩＬＬ概要

導入済！

ミリングユニット グラインディングユニット 検測装置

作業方向

【ミリングブロック】※全16ブロック

【ミリングホイール】

１４４５ｍｍ

【ミリングチップ装着状態】 ※総数 1,152個 装着

【ミリングチップ】

ミリングユニット グラインディングユニット

【グラインディング砥石 装着状態】

【集塵装置セット状態】

【レール断面形状測定システム（RGMS/KLD社）】

【長手方向レール形状測定システム（RMF/VandP社）】

検測装置

【削正前】 【ミリング削正】 【グライディング削正】
仕上げ

【ROMILL 1号車・2号車実績】

計画比
83.7%

【切り屑】
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